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●ＩＣＴ街づくりの普及展開に向けた具体的方策のアクションプラン作成

・ ICT街づくり推進事業の成果物であるソフトウェア群などの成果の管理等を行う体制整備
・ ＩＣＴ街づくり推進事業の成果物の他地域への普及・展開を行う推進母体についての体制整備
・ これらの体制を整備する際の支援方策 等
について、いつまでに、誰が、何を行うかの検討

●持続可能なＩＣＴ街づくりモデルの検討

地域で自立的に持続可能なＩＣＴ街づくりモデル（運営体制、ビジネスモデル、エコモデル）の構築に向けた検討 等
（例： 地域ポイントの活用、一部サービスの有料化 等）

●ＩＣＴを活用した街づくりに関する取組成果の情報発信

ショーケースとしての国内外への成果のＰＲ、セミナー・シンポジウムの開催 等

●ＩＣＴを活用した街づくりに関する人材の育成・確保

「地域情報化アドバイザー」の更なる活用、街づくり人材育成プログラムの整備 等

●成果の国際展開

ＩＣＴ街づくり推進事業で得られた成果を先端的な課題解決モデルとしてグローバルに展開する
ために必要な体制整備や国としての支援方策の検討 等


